
学校評価（自己評価）中間報告 

【学校運営】生徒と職員の良好な関係を基盤とした教育活動が順調に進んでいる。 

【学力の向上】学び合いの授業研究、学習習慣の定着が進む。基礎・基本の定着が課題 

【心の教育】生徒の自治的な活動による「いじめ見逃しゼロ」の取組が継続されている。 

【健康・体力】健康や体力向上への意識はある。メディアセーブを日常化できるかが課題 

【地域連携】地域イベントへのボランティア参加者の増加。夏休みの地域での体験が充実 

※生徒、保護者アンケートは７月実施。数値は肯定的な回答の合計。詳細はHPに公開しています。 
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吉川中学校だより「木の実谷エンジェルス」折込特集 

 

【確かな学力の向上について】 

○前進している点 

・研究指定によるカリキュラム表の活用や、指導主事を招いての毎月の授業研究の実施等により、

「学び合い」の授業やユニバーサル・デザイン化が定着してきた。生徒「授業が分かる」88% 

・「学習の手引き」を活用した指導、毎日の「木の実谷タイム」や「学習の軌跡」の点検による意識

付けで、家庭学習習慣の定着に改善が見られてきた。「家庭学習を 60分以上」60%「テスト期間中

は、計画的に学習に取り組む」78% 

・Web配信問題に向けた事前学習、各種テスト結果をふまえた補充指導を計画的に実施している。 

●課題となる点 

・「家で予習をしている」29%「授業の復習をしている」60%といずれも低い。 

・毎月の全県Webテスト（国数英）結果等から、基礎的・基本的な学習内容の定着が課題である。 

◇ 今後の取組について（プロジェクト長：研究主任 上野一久） 

 職員全員で授業改善に取り組み、生徒の主体性な取組につながっています。毎年の課題である家

庭学習への取組も、改善の傾向が見えてきました。今後も、1 学期の取組を継続し、徹底していき

ます。他方、Web配信問題や全国学力調査の結果をみると、学習内容によっては、定着に課題がみ

られるものもあり、一層の授業改善とともに教科部と学年部が連携しての補充指導を行う予定です。 

 

【豊かな心の育成について】 

○前進している点 

・学級を基盤とした温かな人間関係づくり、いじめや差別のない学級、学校づくり「学校は楽しい」

生徒 94%、保護者 90% 「安心して学習や生活に取り組める雰囲気」生徒 87% 保護者 84% 

・生徒会が中心となった自治的な自浄的活動の推進、生活委員会によるポスター作製、掲示 

●課題となる点 

・9月ズボンおろしが発生。生徒「いじめを見逃さない雰囲気」17%が否定的な回答  

・「ふざけやからかいの言動を見逃さない」「いじめの未然防止、早期発見」職員が意識を高く維持 

・自己存在感の実感、自己決定のできる場、他との共感的理解を深める場面の一層の充実 

◇今後の取組について（プロジェクト長：生徒指導主事 武田一美）   

 毎週末の振り返りアンケートなど、小規模校のよさを生かし、全職員で全校生徒の情報を共有し、

見守っていきます。12月には人権・同和教育強調月間に取り組みます。10/12（水）のいじめ見逃し

ゼロスクール集会は「ＳＮＳによるいじめの実態」を取り上げます。ぜひお越しください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各プロジェクト長からは 1 学期の教育活動の様子や各

種アンケート結果を基にした自己評価結果を、また、各

学年主任から「視覚的カリキュラム表」を基に地域連携

の取組について説明をさせていただきました。 

 「地域での体験学習プログラムが充実し、子どもたち

が貴重な経験をしている」「学校が楽しくないと回答して

いる生徒がいることに目を向けてほしい」など、様々な

意見をいただきました。今後の参考にしていきます。 

学校運営協議会（学校関係者評価委員会）報告 9月 20 日 

 

 

【健康と体力の向上、命の教育について】 

○前進している点 

・体力の向上：OKAMI遠足に積極的に参加（97％）、適切な目標を持ち体育授業に取り組んだ（87％） 

・食育と生活習慣の改善：「栄養のバランスについての意識」生徒 75％、保護者 71％ 

・メディアセーブの取組：「メディア接触 2 時間以内」取組期間中、90％以上達成と着実に成果を

上げつつある、「夜、9時以降はメディアから離れる」6日以上達成者 36％少しずつ向上 

●課題となる点 

・体力テスト結果：「柔軟性」低い、「体力は必要と感じる」92％、「体力に自信がない」40％ 

・朝食を栄養のバランスよく摂取している生徒が 22％と少ない。 

・メディアセーブ取組以外でのメディア接触時間が長い。そのため、就寝時刻が遅くなり、授業中

眠くなることが多い。 

◇今後の取組について（プロジェクト長：保健主事 相澤 圭子） 

体育の授業や運動部活動の中で、柔軟性を高める運動を取り入れ、改善を図ります。食育では、

栄養教諭を中心に食に関する指導を行います。2 学期も吉川小と連携して、メディアセーブ運動を

進めていきます。市 P連の「アウトメディア宣言」を受けて、ご家庭でその達成を目指しましょう。

この機会に、メディア使用のルールについてぜひともお子さんと話し合ってみてください。 

【地域連携、小中連携】 

○前進している点 

・家庭、地域への情報発信、地域行事への参加 → 職員自己評価 Ａ判定（昨年度より更に充実） 

・小中一貫教育 2年目となり、児童・生徒の行事等での交流、職員の研修での交流が更に充実 

●課題となる点 

学校 HPでのブログ更新、月 1回の学校だよりの他、学年・学級だよりで学校の様子を伝えてい

る。保護者評価は「十分である・どちらかと言えば十分」が 76％に達した。（昨年度 63%）今学期

は 80％を目指し、10/29の音楽祭の午前は授業公開を実施します。ぜひ学校に足を運んでください。 

◇今後の取組について（教頭 三浦 伸一） 

 地域イベントへの参加・協力を 2学期も進めていきます。福祉まつり、100kmマラソン、区駅伝

大会などでがんばっている中学生の姿を見かけたら、ぜひともお声がけください。 

（カリキュラム表を基に意見を交わす） 


